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地
デ
ジ
の
空
き
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
利
用
し
た
地
上
一
般
放
送

に
着
手
。
本
学
と
同
市
は
今

年
４
月
に
協
定
を
締
結
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
福

冨
・
佐
竹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
」
が

中
心
に
な
っ
て
、
同
市
の
防

災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送
「
な

め
が
た
エ
リ
ア
テ
レ
ビ
（
な

め
テ
レ
）」
の
番
組
づ
く
り

に
協
力
。
地
域
の
児
童
生
徒

に
映
像
制
作
の
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

　
な
め
テ
レ
は
10
月
29
日
に

本
格
放
送
を
開
始
。
か
わ
さ

き
ワ
ン
セ
グ
の
３
年
次
生
15

人
は
テ
ス
ト
放
送
段
階
か
ら

毎
月
１
回
、
30
分
の
生
放
送

番
組
を
担
当
し
て
お
り
、
鳳

祭
会
場
で
は
こ
れ
ま
で
に
放

映
さ
れ
た
番
組
を
上
映
。

　
行
方
市
か
ら
は
特
産
の
サ

ツ
マ
イ
モ
で
作
っ
た
大
学
い

も
が
振
る
舞
わ
れ
、
野
菜
の

販
売
も
あ
っ
た
。
来
場
者
が

　
専
修
大
学
と
地
方
創
生
に

関
す
る
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
茨
城
県
行な

め

方が
た

市
が
鳳
祭

に
参
加
し
、
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
エ
リ
ア
放
送
事
業
を

紹
介
し
た
。

　
同
市
は
関
東
で
初
め
て
、

　
高
杉
晋
作
、
小
村
寿
太

郎
、
樋
口
一
葉
、
正
岡
子

規
。
こ
の
人
た
ち
は
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

し
た
人
た
ち
で
す
が
、
あ

る
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
新
撰
組
の
沖
田
総

司
を
加
え
る
と
わ

か
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
に
挙
げ

た
全
員
が
結
核
で

亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
結
核
は
結
核
菌

と
い
う
細
菌
が
体

の
中
に
入
り
、
増

殖
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
病
気
で
す
。
か
つ
て

の
日
本
で
は
か
な
り
流
行

し
て
お
り
、
し
か
も
適
切

な
治
療
法
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
不
治
の
病
と
さ

れ
、
国
を
滅
ぼ
す
病
気

「
亡
国
病
」
と
も
呼
ば
れ

ま
し
た
。
実
際
、
昭
和
25

年
ま
で
日
本
の
死
亡
原
因

の
第
１
位
は
結
核
で
し

た
。
そ
の
後
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
の
実
施
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
な
ど
国
を
挙
げ
て
対

策
に
努
め
た
結
果
、
結
核

の
蔓ま

ん

延え
ん

を
抑
え
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
抗
結
核
薬
に
よ
り
治
療

可
能
な
病
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
治
療
法
が
進

歩
し
た
か
ら
と
い
っ
て
結

核
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

で
も
年
間
２
万
人
以
上
の

新
し
い
結
核
患
者
が
発
生

し
て
お
り
、
ま
た
年
間
で

２
千
人
以
上
の
人
が
結
核

で
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
重
要
な
感
染
症
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　
結
核
菌
を
吸
い
込
ん
で

も
、
免
疫
力
や
体
の
抵
抗

力
に
よ
り
多
く
の
場
合
、

結
核
菌
に
打
ち
勝
っ
て
発

症
し
な
い
で
す
み
ま
す
。

逆
に
免
疫
力
や
体
の
抵
抗

力
が
低
下
し
て
い
る
と
き

は
発
病
し
や
す
い
状
態
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
結
核
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
免
疫

力
や
体
の
抵
抗
力
が
低
下

し
な
い
よ
う
規
則
正
し
い

生
活
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
十
分
な
睡
眠
時

間
の
確
保
な
ど
き
ち
ん
と

し
た
日
々
の
生
活
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

 

（
保
健
室
）

結核

カメラの前で声をそろえ「なめテレ！」

「
な
め
テ
レ
」と
一
言
ず
つ
言

う
様
子
を
市
職
員
が
撮
影
。

担
当
者
は
「
専
大
の
学
生
の

協
力
で
、
な
め
テ
レ
を
盛
り

上
げ
、
行
方
市
の
良
さ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

　
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
の
リ

ー
ダ
ー
、増
井
洸
貴
さ
ん（
３

年
次
）は「
専
大
生
向
け
の
か

わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
と
違
い
、

な
め
テ
レ
は
一
般
の
方
々
が

視
聴
す
る
の
で
緊
張
感
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
の
放
送
で
も
い
ろ
い
ろ
な

企
画
に
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
意
欲
を
み
せ
た
。

茨城県行方市　鳳祭で紹介

公
開
模
擬
裁
判

高
校
生
ら
傍
聴

　
法
学
部
広
報
委
員
会
が
主

催
す
る
公
開
模
擬
裁
判
「
あ

な
た
も
裁
判
官
に
な
っ
て
み

よ
う
」
が
10
月
８
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
法
廷
教
室
で

開
催
さ
れ
た
。

　
元
検
察
官
の
遠
藤
浩
一
法

科
大
学
院
客
員
教
授
が
裁
判

官
役
と
講
師
を
、「
専
門
総

合
科
目
Ⅰ
模
擬
裁
判
」
を
受

講
す
る
法
学
部
の
２
〜
４
年

次
生
６
人
が
検
察
官
、
弁
護

士
役
を
担
当
。
高
校
生
や
一

般
の
方
な
ど
約
30
人
が
傍
聴

す
る
な
か
、
証
人
尋
問
や
被

告
人
質
問
な
ど
、
本
番
さ
な

が
ら
の
法
廷
劇
が
展
開
さ
れ

た
。

　
遠
藤
教
授
は
「
裁
判
で
は

自
白
よ
り
も
客
観
的
証
拠
が

重
視
さ
れ
る
。
自
白
を
根
拠

に
審
理
を
進
め
る
と
、
証
拠

の
不
十
分
さ
を
突
か
れ
る
」

な
ど
、
自
ら
の
経
験
を
交
え

て
解
説
し
た
。
ま
た
、
傍
聴

席
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧
に

答
え
た
。

　
検
察
官
役
を
務
め
た
上
小

澤
翔
吾
さ
ん
（
法
４
）
は

「
傍
聴
人
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
資

料
を
読
み
込
み
、
理
解
を
深

め
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

裁
判
の
流
れ
を
知
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も

と
に
地
域
の
課
題
に
取
り
組

む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
２
年
次
生
が
10
月
10
日
、

川
崎
市
中
原
区
で
開
か
れ
た

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
に
参
加
、

認
知
症
の
人
を
含
む
お
年
寄

り
や
介
護
経
験
者
な
ど
約
30

人
と
交
流
を
深
め
た
。

　
学
生
は
佐
藤
慶
一
准
教

授
、
望
月
俊
男
准
教
授
、
安

斎
勇
樹
非
常
勤
講
師
の
授
業

「
応
用
演
習（
社
会
情
報
）」

を
履
修
す
る
32
人
。

　「
こ
の
辺
は
全
部
工
場
だ

っ
た
ん
だ
」「
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
っ
た
の
は
こ
こ

10
年
の
間
」。
武
蔵
小
杉
駅

　
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の

親
睦
を
深
め
る
交
流
バ
ス
ハ

イ
ク
が
10
月
23
日
に
行
わ
れ

た
。
山
梨
県
を
訪
れ
、
富
士

山
五
合
目
散
策
や
ぶ
ど
う
狩

り
な
ど
を
楽
し
ん
だ

写

真
。

　
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
ド

イ
ツ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
留
学
生
18
人
と
、
日

本
人
学
生
22
人
が
参
加
し

た
。
留
学
生
た
ち
は
、
み
ず

み
ず
し
い
ぶ
ど
う
に
舌
鼓
を

打
ち
、
見
事
に
色
付
い
た
紅

葉
に
感
動
し
き
り
だ
っ
た
。

車
内
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行

わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に

子
ど
も
た
ち
来
訪

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
直
前
の
10

月
28
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が

入
学
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
を
訪
れ
た
。

　
子
育
て
世
代
の
地
元
住
民

の
企
画
で
、
近
隣
の
会
社
や

店
舗
を
回
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
本
学

も
協
力
し
た
。
冷
た
い
雨
の

中
、
魔
女
や
海
賊
に
扮ふ

ん

し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
白
地
図
を

頼
り
に
周
辺
を
探
索
。
セ
ン

タ
ー
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
印
を

発
見
す
る
と
、

中
に
入
っ
て
元

気

い

っ

ぱ

い

「
ト
リ
ッ
ク
・

オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
！
（
お
菓
子

を
く
れ
な
き
ゃ

い
た
ず
ら
す
る

ぞ
）」。
本
学
職

員
か
ら
お
菓
子

や
大
学
グ
ッ
ズ

を
手
渡
さ
れ
る

と
に
っ
こ
り
し

て
い
た
。

鳳
書
作
展 

力
作
並
ぶ

　
書
道
研
究
会
（
梶
川
諒
太

代
表

経
済
３
）
の
作
品
を

展
示
す
る
鳳
書
作
展
が
鳳
祭

期
間
中
（
11
月
４
〜
６
日
）

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
、
臨
書
、
創
作
な
ど
力
作

57
点
が
並
ん
だ
。
梶
川
代
表

は
「
会
員
が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
、

作
品
に
取
り
組
ん
だ
。
集
大

成
で
す
」
と
話
す
。

　
５
日
に
は
同
研
究
会
会
員

と
、
卒
業
生
の
会
で
あ
る
鳳

眼
会
（
今
井
元
吉
代
表

昭

49
経
営
）
の
会
員
合
わ
せ
て

70
人
が
集
ま
り
、
懇
親
会
が

開
か
れ
、
鳳
書
作
展
優
秀
作

の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

　
懇
親
会
で
は
書

道
研
究
会
顧
問
の

松
尾
治
文
学
部
准

教
授
、
福
島
輝
子

文
学
部
非
常
勤
講

師
、
前
顧
問
の
仲

川
恭
司
名
誉
教
授

を
囲
み
、
和
や
か

に
懇
談
し
た
。

　
鳳
書
作
展
優
秀

作
は
次
の
通
り

敬
称
略
。

　
▽
顧
問
賞

猪
狩
弥
生

（
商
４
）
▽
鳳
眼
会
賞

仲

田
美
波
（
商
３
）
▽
特
別
賞

得
能
香
奈
（
人
間
科
学

３
）
▽
新
人
賞

奥
山
紗
妃

（
人
間
科
学
１
）

　
優
秀
作
な
ど
約
20
点
は
鳳

選
抜
展
〔
11
月
30
日
（
水
）

〜
12
月
15
日
（
木
）、
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
で
再

度
展
示
さ
れ
る
。

留学生とぶどう狩り楽しむ

に
近
い
会
場
周
辺
は
近
年
の

再
開
発
で
景
観
が
一
変
し
た

地
域
。
戦
前
・
戦
後
の
駅
前

の
様
子
な
ど
を
撮
影
し
た
写

真
か
ら
話
題
が
広
が
り
、
地

元
に
伝
わ
る
昔
話
を
聞
か
せ

る
お
年
寄
り
も
い
て
、
和
や

か
に
や
り
取
り
が
続
い
た
。

　
認
知
症
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
話
に
耳
を
傾
け
た

学
生
は
「『
何
歳
で
す
か
』

で
な
く
『
何
年
生
ま
れ
で
す

か
』
と
聞
い
て
あ
げ
る
と
認

知
症
の
人
は
答
え
や
す
い
と

教
わ
っ
た
」「
人
と
関
わ
る

こ
と
が
認
知
症
の
予
防
に
つ

な
が
る
と
い
う
お
話
が
印
象

的
だ
っ
た
」「
認
知
症
の
人

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思

っ
た
」
と
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
。

本学職員からお菓子をもらう仮装した

子どもたち

認
知
症
カ
フ
ェ
で

お
年
寄
り
と
交
流

左から松尾准教授、猪狩さん、仲田さん、

得能さん、今井代表

「なめがたテレビ」ネット情報が協力　

ネ
ッ
ト
情
報
２
年
次
生


